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■プレヒート(予備加熱)は必ず行ってください。

プレヒート(予備加熱)をしない状態で使用すると、生ガスが出やすくなり
ます。生ガスが出ると下記(写真-1)の様に赤く燃え上がり、やけど、火災
の恐れがあります。点火後必ず2分間のプレヒートを行ってから使用し
てください。
※点火後約2分間のプレヒート(予備加熱)で連続約30秒間の逆さ使用が
　できます。自然条件や使用容器(ボンベ)により時間は異なります。

写真-1

写真-2

器具がプレヒート(予備加熱)不十分
の状態で使用した際、容器(ボンベ)
内部の液体のガスがそのまま噴出
し生ガス(気化していない白い霧状
のガス)が出ます。
　生ガスを防ぐため2分間のプレヒ
ートを必ず行ってください。プレヒー
ト(予備加熱)をすることで図-1の斜
線部を高温にし、液体のガスを強制
的に気化させ、生ガス発生を防ぎ
ます。(写真-２)
　生ガス(気化していない白い霧状
のガス)が出たときは、点火せずに
一度ハンドルをOFF(右)の方に回し、
再度ハンドルをON(左)の方に回して
生ガスが出ないことを確認してから
点火してください。

プレヒートを行う理由
プレヒート(予備加熱)が不完全な状態

プレヒート(予備加熱)が完全な状態

図-1
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点火後約２分間は
器具を動かさないで、
そのまま燃焼させて
ください。生ガス
(気化していない白い
霧状のガス)が出るこ
とを防ぐためです。

生ガス、生火に注意


